
 

 

 

◆ 推薦入試までの流れ 
今週１１/１５（金）の５・６限は令和７年度の入試についての進路説明会があります。 

その前に推薦入試までの流れを確認しておきます。 

 

家庭で推薦入試を希望するかを十分に話し合う。 

・学校の推薦規定３つを満たしているのか 

・該当の高校の推薦規定を満たしているのか 

 

  推薦入試を希望する者は１１/１２（火）〜１１／１５（金）までに担任に申し出る。 

 

推薦希望者は推薦に向けた自己点検票（１〜３年までの学習・生活・評定・点数）を作成する。 

※点検票には親の署名が必要 

           

その自己点検票を基に学年の先生方で協議をする。 

 

推薦希望者は担任と面談を行う。 

 

                推薦希望者が面談後、意志決定 

 

    推薦希望者は第３回進路希望調査に推薦入試希望と明記する。（〆切１１/２２（金）） 

 

「推薦願」を受け取り、担任に下書きを見せ、その後清書を提出する。（〆切１２/１０（火）） 

 

１２/１８（水）校内推薦委員会で推薦の可否を決定。 

 

推薦しないになった場合              推薦が決まった場合 

推薦を希望した学校を一般入試で受験するか     推薦入試で Web出願をする。 

変更するかを考える                面接・作文の練習を行う。 

 

 

推薦入試日程 

私立     １/１１（土）〜１２（日）     内容：面接、作文など 

国立 石川高専１/１１（土）           内容：数学、面接 

   金大附属１/１６（木）〜２１（火）     内容：書類選考 

公立     ２/１３（木）           内容：面接、適性検査（芸術コース）など 

 

  

 

進路だより                  
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推薦入試を受けるための確認事項 

□ 校内の推薦規定３つすべて満たしている。 

□ 該当の高校の推薦規定を知っている。（知らない人は募集要項を見る） 

□ 該当の高校の推薦規定を満たしている。 

□ 保護者にしっかりと相談を行った。 

□ 推薦が決まっても、合格が約束されるわけではないことを知っている。 

□ 推薦入試で合格内定した学校には、必ず進学する。 

□ 推薦入試当日の引率は保護者にお願いすることができる。 

□ 推薦入試内定後も、学校の代表となるような生活態度、学習態度ができ

ることを約束できる。 

◆11/８ 第３回実力テストの結果を返却しました 

 結果を踏まえ、自分の課題が何なのかをしっかりと分析しましょう。 

１１月だけでもテストが４回あります。このテストをやりっぱなしにするのではなく、自分にどう

返すのかが重要になってきます。全体的に言える課題を３点挙げておきます。 

（１）問題文をしっかりと読んでいない 

   問題として、何が問われているのか、何を答えなければいけないのかをしっかり読み取ろう。 

（２）時間配分のミス 

   必要以上にわからない問題に時間をかけ、最後までいきつかない人がいます。解ける問題か

ら解いていく。大問によってかける時間の目安を決めておこう。家で問題を解く時もだらだ

らせずに時間を計ろう。 

（３）ケアレスミスの多さ 

   単位間違い、計算間違い、漢字の間違い等に気をつけよう。１点１点にもっとこだわろう。 

◆This week（11/11〜18）の課題一覧 

国語 漢字ノートテスト範囲 

社会 ワーク P１６～１７ 

数学 ワーク P９６～１０５ 

理科 ワーク P８８～９３ 

英語 英単語１０題  ※テストします 

 


